
令和７年度県内・県外若年層社会増減要因アンケート
調査結果（速報）

1

資料２－6

令和７年９月８日
福島県復興・総合計画課

速報版は、居住地など属性別で単純集計した結果であり、
詳細な分析は今後実施し、結果を公表する予定。
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県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査 調査結果（速報）

○調査目的

進学・就職・転職等の居住地選択を行う主要な局面における、県内への定着及び県外への転出の背景などから、「なぜ福島を選んだのか／選ばなかったのか」の要

因を分析し、官民連携・共創チームも含め、本県における人口減少対策の取組の検討に活用する。

○期 間：令和７年７月１８日（金）～令和７年７月２９日（金）

○対 象：福島県内在住者（Uターン、県外出身者含む）及び首都圏在住の福島県出身者（Webアンケート会社に登録している18歳～39歳の男女）

※Uターン意向の背景等を把握するため、40歳代を対象に含めている。

○調査方法：Webアンケート

○回答件数：２,０６９件（うち男性：８２２件、女性：１２４７件）

○主な調査項目

１ 進学先選択時における転出・転入の要因
２ 就職先選択時における転出・転入の要因
３ 福島県へのUIJターンの要因

回答者の基本情報

＜男女内訳＞ ＜年齢内訳＞ ＜現在の居住地内訳＞

1.1 4.5

9.3

16.7

21.4

23.2

23.7

18歳～19歳

20歳～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

40歳～44歳

45歳～49歳（％）

39.7

60.3

男性

女性

（％）

78.3

4.3

3.3 10.5

3.5

福島県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

（％）

2
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県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査 調査結果（速報）

進学先選択時の転出・転入の要因１

Q１０ 進学先地域の検討

28.9％

15.7％

55.3％

福島県内の学校だけ受験した

福島県内・県外両方の学校を受験した

福島県外の学校だけ受験した

38.4％

35.7％

10.4％

5.7％

3.0％
6.7% 福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

その他

Q７ 進学した地域

24.8％

24.8％

18.8％

17.1％

16.2％

13.7％

9.4％

6.8％

6.8％

5.1％

福島県の学校よりも学力レベルの高い学校に行きたかった

福島県以外にもっと行きたいと思う学校があった

都会に住みたかった

福島県以外の学校に憧れていた

福島県の学校を受験したが合格しなかった

進学を機に福島県を離れたかった

福島県内には自分がしたい勉強ができる学校がなかった
福島県の学校よりももっと有名な学校に行きたかった

教員や学校の勧め
親の勧め

Q１４ 福島県の学校に進学しなかった理由

60.6％

30.7％

23.5％

16.0％

15.7％

14.4％

13.2％

10.0％

9.9％

8.2％

学部・学科

将来やりたい仕事に役立つこと（取得できる資格や就職実績など）

実家から通えること

国公立であること

推薦枠

偏差値

学費
キャンパスが立地している地域の環境

知名度
実家から離れられること

Q１３ 進学先を選んだ理由

12

37.8％

16.3％7.0％

35.7％

3.2％

大学進学

専門学校進学

短大進学

就職

その他

Q６ 高校卒業後の進路

3
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県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査 調査結果（速報）

就職先選択時の転出・転入の要因2

46.7％53.3％

就職する企業

居住する地域

Q19 就職企業と居住地域の優先度

50.6％

22.4％

27.0％ 福島県内の企業だけを候補にした

福島県内・県外両方の企業を候補にした

福島県外の企業だけを候補にした

Q20 就職先地域の検討

33.8％

32.5％

20.8％

14.3％

11.7％

9.1％

9.1％

7.8％

内定が出なかった

給料

都会に住みたかった

やりがい

自己の成長可能性

福利厚生

就職を機に福島県を離れたかった
オフィスや仕事場の快適さ

Q24 県内企業で就職しなかった理由

30.1％

16.7％

16.3％

16.2％

14.2％

11.8％

9.1％

学校のキャリアセンター等就職支援担当部署

会社説明会

民間の就職支援サイト

ハローワーク

各企業のホームページ

合同説明会

家族

Q25 就職先情報の入手先

48.0％

32.4％

25.0％

20.7％

17.0％

11.8％

11.7％

11.7％

職種・仕事内容

業界・業種

地元である、または地元に近い

給料が良い

自分の能力が生かせる

大企業・有名企業である

福利厚生がよい
転勤がない

Q23 就職先を選んだ理由

60.2％
26.7％

3.5％

2.6％
1.4％5.5%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

その他

Q15 初めて就職した企業本社

4
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県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査 調査結果（速報）

就職先選択時の転出・転入の要因2

28.7％

20.6％

14.9％

35.8％

１～２社

３～４社

５社以上

思い浮かばない

Q51 福島県内企業の認知度

10.5%

12.5%

12.9%

20.2%

10.0%

24.8%

23.3%

23.8%

19.1%

18.3%

25.5%

27.0%

26.7%

19.9%

31.0%

37.0%

35.7%

34.8%

34.0%

38.6%

2.3%

1.5%

1.9%

6.7%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

高校・高専

大学・大学院・短大・専門学校など

地域のイベントなど

(
n=
1
37
5
)

(
n=
1
37
5
)

(
n=
1
37
5
)

(
n=

7
42

)
(
n=
1
37
5
)

機会があり、内容もよく

覚えている

機会があったが、内容は

あまり覚えていない

機会があったかどうか覚

えていない

機会がなかった

その時期には福島県にい

なかった

14.5%

85.5%

参加した

参加しなかった

Q２６ 福島県内企業でのインターンシップ参加の有無

Q52 福島県内企業のことを「知る機会」の有無

5
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県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査 調査結果（速報）

福島県へのUIJターンの要因３

6.0％

42.2％

25.0％

13.7％

8.0％

2.9 …2.2 
17～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

Q２９ 福島県にUIJターンした年齢

39.6％
17.3％

15.0％
9.9％

7.7％
7.6％
7.3％
7.1％

就職・転職

その他自己都合

結婚・離婚

転勤

出産・子育て

都会での生活に疲れを感じた

その他の家族の都合
福島県での暮らしに魅力を感じた

Q3０ 福島県にUIJターンした理由

4.2％

13.6％

18.5％

5.6％

58.0％

戻る予定がある

予定はないが、戻りたい

戻りたいが、現実的には様々な理由で戻るのは難しい

戻りたくないが、いつかは戻らざるを得ない

戻りたくないし、戻る予定もない

Q３１ 福島県へのUターン予定

26.6％
23.4％

19.7％
18.6％

17.0％
14.9％

14.4％
13.8％

家族・親族の介護・看護

都会での生活に疲れを感じた
就職・転職

その他自己都合

定年退職・早期退職

転勤

起業・創業

家や土地などの相続・受贈

Q3２ これから福島県にUターンする場合の理由

24.1％
15.7％

13.3％
12.0％

10.8％
8.4％

7.2％
4.8％

結婚した

就職した
家を買った
転職した

その他

子どもが学校に通うようになった

子どもができた

配偶者・パートナーの実家がある地域に住むことになった

Q3３ 福島県にUターンすることが困難な理由

6
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県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査 調査結果（速報）

福島県へのUIJターンの要因３

Q３４ 居住地選択の際に重視する項目

4.4%

14.0%

12.3%

27.8%

27.4%

20.6%

20.8%

25.0%

11.2%

10.0%

22.3%

18.8%

9.1%

9.8%

9.5%

20.3%

13.8%

21.0%

44.0%

39.0%

48.2%

49.0%

46.1%

48.0%

46.8%

38.6%

35.6%

49.5%

36.3%

31.4%

35.1%

29.5%

40.9%

38.9%

41.8%

26.4%

31.5%

15.2%

13.8%

20.6%

20.2%

18.2%

31.1%

34.4%

16.8%

22.9%

34.1%

33.1%

35.8%

23.4%

29.8%

21.7%

8.5%

9.8%

4.8%

4.6%

6.0%

5.8%

5.5%

11.4%

11.8%

5.5%

11.6%

14.0%

10.7%

13.0%

7.2%

8.1%

11.1%

7.2%

7.4%

4.0%

5.3%

6.6%

5.3%

4.5%

7.7%

8.3%

5.8%

10.3%

11.4%

11.3%

12.2%

8.2%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

文化・芸術に触れる機会が多い

余暇が充実している

楽しめる遊び場所や観光地がたくさんある

買い物等の環境が充実している

手頃な予算で快適な住宅に住める

老後も安心して暮らせる

医療体制が充実している

交通利便性が高い

自然が豊か

きれいな場所・おしゃれな場所が多い

精神的なゆとりが持てる

子どもをのびのびと育てられる

教育水準が高い

多様な価値観が受け入れられる

性別に基づく固定観念がない

しがらみが少ない

地域にとけこめる

(
n=

20
6
9

)

(n
=
2
06
9

)

(
n=

20
69

)

(
n=

20
69

)

(
n=

20
69

)

(
n=

20
69

)

(n
=
2
06
9

)

(n
=
20
6
9

)

(n
=
20
69

)

(n
=
20
6
9

)

(n
=
20
6
9

)

(n
=
2
06
9

)

(
n=

2
06
9

)

(
n=

20
6
9

)

(
n=

20
69

)

(n
=
2
06
9

)

(
n=

20
69

)

非常に重視する

やや重視する

あまり重視しない

全く重視しない

どちらでもない

無回答

7
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【付属】
県内・県外若年層社会増減要因アンケート

調査結果（全体）

8
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県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（基本属性）

ID 性別

○回答者の性別をみると、男性が39.7％、女性が60.3％となった。

ID 年齢

〇回答者の年齢をみると、「45才～49才」の割合が最も高く23.7%となっている。次いで、「40才～44才
（23.2%）」、「35才～39才（21.4%）」となっている。

（単一回答）

（単一回答）

39.7

60.3

男性

女性

（％）

1.1 4.5 9.3 16.7 21.4 23.2 23.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18才～19才

20才～24才

25才～29才

30才～34才

35才～39才

40才～44才

45才～49才

（％） 9
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SQ１ あなたのご職業をお答えください。
○「企業・団体等の正規職員」の割合が最も高く44.3%となっている。次いで、「パート・アルバイト・派
遣社員・契約社員・嘱託社員（24.7%）」、「専業主婦・主夫（9.5%）」となっている。

SQ２ あなたの最終学歴をお答えください。

〇「高校卒」の割合が最も高く37.3%となっている。次いで、「大学卒（32.7%）」、「専門学校卒
（17.5%）」となっている。

（単一回答）

（単一回答）

44.3

24.7

9.5

8.2

5.0

4.8

2.6

0.8

0% 25% 50%

企業・団体等の正規職員

パート・アルバイト・派遣社員・契約社員・嘱託社員

専業主婦・主夫

国家公務員・地方公務員（正職員）

自営業・自由業（家族従業者も含みます）

その他の職業

大学生・大学院生・短大生・専門学校生

農林水産業（家族従業者も含みます）

37.3

1.917.5

7.0

32.7

3.5

高校卒

高専卒

専門学校卒

短大卒

大学卒

大学院修了

（％）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（スクリーニング調査１）

10
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SR３ あなたが現在お住まいの都道府県をお答えください。

○「福島県」の割合が最も高く78.3%となっている。次いで、「東京都（10.5%）」、「埼玉県
（4.3%）」となっている。

（単一回答）

SR４ あなたが、高校卒業年齢（18歳になる年）の時にお住まいであった都道府県をお答えください。
※該当の期間中、複数の地域にお住まいの方は、期間が最も長かった地域をお選びください。

○「福島県」の割合が最も高く88.1%となっている。次いで、「東京圏（2.8%）」、「その他の東北
（2.5%）」となっている。

（単一回答）

78.3

4.3
3.3

10.5
3.5

福島県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

（％）

88.1

2.8

2.5

2.1

2.0

1.7

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

その他の国内

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

関西圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）

名古屋圏（愛知県・岐阜県・三重県）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（スクリーニング調査２）

11
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（単一回答）

Q１（ ［分岐条件］ SQ４（高校卒業年齢時の居住地）が「7福島県」の場合）
あなたが高校卒業年齢（18歳になる年）の時に、福島県内でお住まいであった市町村をお答えくださ
い。※該当の期間中、複数の地域にお住まいの方は、期間が最も長かった地域をお選びください。

○「郡山市」の割合が最も高く20.6%となっている。次いで、「いわき市（19.1%）」、「福島市
（15.7%）」となっている。

20.6

19.1

15.7

8.0

3.5

3.5

2.9

2.8

2.7

2.5

18.8

0% 10% 20%

郡山市

いわき市

福島市

会津若松市

白河市

須賀川市

伊達市

二本松市

南相馬市

喜多方市

その他

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１）

12
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Q２ あなたの出身地を教えてください。
※幼少期に長く過ごした場所を出身地としてお答えください。

○「福島県」の割合が最も高く85.2%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川
県）（3.9%）」、「その他の国内（2.8%）」となっている。

（単一回答）

85.2

3.9

2.8

2.7

2.2

1.9

0.8

0.5

0.0

0% 15% 30% 45% 60% 75% 90%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

その他の国内

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

関西圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）

名古屋圏（愛知県・岐阜県・三重県）

海外

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２）

13
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（単一回答）

Q３ あなたには配偶者・パートナーがいますか。
○「配偶者・パートナーがいる」の割合が最も高く59.3%となっている。次いで、「配偶者・パートナーは
いない（死別を含む）（36.5%）」、「回答しない（4.2%）」となっている。

Q4（［分岐条件］Q3が「1配偶者・パートナーがいる」の場合）
あなたの配偶者・パートナーの出身地を教えてください。
※幼少期に長く過ごした場所を出身地としてお答えください。

○「福島県」の割合が最も高く65.6%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川
県）（16.1%）」、「その他の国内（6.4%）」となっている。

（単一回答）

59.3

36.5

4.2
配偶者・パートナーがいる

配偶者・パートナーはいない

（死別を含む）

回答しない

（％）

65.6

16.1

6.3

3.8

3.2

2.3

1.5

0.7

0.5

0% 35% 70%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

その他の国内

北関東（茨城県、栃木県、群馬県）

その他の東北（青森県、岩手県、秋田県、山形県）

宮城県

関西圏（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）

名古屋圏（愛知県、岐阜県、三重県）

海外

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３）
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（複数回答）

Q５ あなたには同居のご家族がいますか。

○「配偶者・パートナー」の割合が最も高く53.0%となっている。次いで、「ご本人の親（22.0%）」、
「小学生の子ども（21.8%）」となっている。

Q6 あなたの高校・高専卒業直後（いわゆる「浪人」の期間は除く）の進路をお答えください。

○「大学進学」の割合が最も高く37.8%となっている。次いで、「就職（35.7%）」、「専門学校進学
（16.3%）」となっている。

（単一回答）

21.4

53.0

19.2

21.8

9.9

11.6

22.0

3.4

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いない（ひとり暮らし）

配偶者・パートナー

未就学の子ども

小学生の子ども

中学生の子ども

中学卒業以上の子ども

ご本人の親

配偶者・パートナーの親

その他

37.8

35.7

16.3

7.0

1.5

1.2

0.3

0.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

大学進学

就職

専門学校進学

短大進学

家業に従事

その他

起業

無回答

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４）
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Q７（［分岐条件］Q6が「進学」（1～3）の場合）
あなたの進学先の地域はどこですか。

○「福島県」の割合が最も高く38.4%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川
県）（35.7%）」、「宮城県（10.4%）」となっている。

（単一回答） 38.4

35.7

10.4

5.7

4.5

3.0

1.2

0.7

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

北関東（茨城県、栃木県、群馬県）

その他の国内

その他の東北（青森県、岩手県、秋田県、山形県）

関西圏（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）

名古屋圏（愛知県、岐阜県、三重県）

海外

Q８（ ［分岐条件］Q6が「1 大学進学」または「2 短大進学」 の場合）
あなたの進学先の学部・学科はどれに当てはまりますか。  

○「文系」の割合が最も高く55.1%となっている。次いで、「理系（32.8%）」、「その他（9.3%）」と
なっている。

55.132.8

2.7
9.3

0.1

文系

理系

学際系・文理融合

その他

無回答

（％）

（単一回答）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査５）
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Q9（ ［分岐条件］Q6が「3 専門学校進学」の場合）
あなたの進学先の学科はどれに当てはまりますか。

○「その他」の割合が最も高く44.5%となっている。次いで、「医療（27.0%）」、「情報・通信
（11.0%）」となっている。

（単一回答）

Q10（ ［分岐条件］Q6が「進学」（1～3）の場合）
あなたは、進学にあたって、どの地域の学校を受験しましたか。

○「福島県外の学校だけを受験した」の割合が最も高く55.3%となっている。次いで、「福島県内の学校だ
けを受験した（28.9%）」、「福島県内・県外両方の学校を受験した（15.7%）」となっている。

（単一回答）

27.0

11.0

10.4
6.8

44.5

0.3

医療

情報・通信

理容・美容

福祉・介護

その他

無回答

（％）

55.3
28.9

15.7
0.1

2 福島県内・県外両方の学校を受験した

4 福島県外の学校だけを受験した

1 福島県内の学校だけを受験した

4 無回答（％）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査６）
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Q11（ ［分岐条件］Q6が「進学」（1～3）かつQ10が「福島県外の学校を受験した」（2・3）の場合）
福島県外では、どの地域の学校を受験しましたか。
複数の学校を受験した場合は、すべてについてお答えください。

○「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）」の割合が最も高く60.4%となっている。次いで、「宮
城県（25.6%）」、「北関東（茨城県・栃木県・群馬県）（13.9%）」となっている。

（複数回答）

60.4

25.6

13.9

9.1

8.5

3.2

1.4

0.7

0.1

0% 15% 30% 45% 60% 75%

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

その他の国内

関西圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）

名古屋圏（愛知県・岐阜県・三重県）

海外

無回答

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査７）
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Q12（ ［分岐条件］Q6が「進学」（1～3） の場合）
受験した学校のうち、どの地域の学校に合格しましたか。
複数の学校に合格した場合は、すべてについてお答えください。

○「福島県」の割合が最も高く40.3%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川
県）（39.0%）」、「宮城県（13.5%）」となっている。

（複数回答）

40.3

39.0

13.5

7.0

4.7

4.3

1.9

0.8

0.5

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の国内

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

関西圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山…

名古屋圏（愛知県・岐阜県・三重県）

海外

無回答

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査８）
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Q13（ ［分岐条件］Q6が「進学」（1～3） の場合）
あなたが最終的な進学先を選んだ時、最大の決め手になった要素と、それ以外に考慮した要素は何で
すか。

〇「学部・学科」の件数が最も多く766件となっている。次いで、「将来やりたい仕事に役立つこと（取得
できる資格や就職実績など） （388件）」、「実家から通えること（297件）」となっている。

（複数回答）

520

132

107

99

97

48

41

21

38

31

8

12

16

18

10

16

5

25

2

4

11

4

246

256

190

103

102

134

126

106

87

73

83

64

55

49

56

41

44

21

37

29

5

7

0 100 200 300 400 500 600 700 800

学部・学科

将来やりたい仕事に役立つこと（取得できる資格や就職実績など）

実家から通えること

国公立であること

推薦枠

偏差値

学費

キャンパスが立地している地域の環境

知名度

実家から離れられること

学校の施設・設備

実家に帰省しやすいこと

教員や学校の勧め

親の勧め

通っている学生の雰囲気

福島県から離れられること

福島県に住めること

部活

生活費

なじみがある地域だったこと（旅行をした、親戚や友達がいる など）

その他

無回答

（件）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査９）
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Q14（ ［分岐条件］Q6が「進学」（1～3） かつQ7（進学先地域）が「7福島県」以外
かつQ10が「福島県内の学校を受験した」（1・2）の場合）
あなたが最終的に福島県の学校に進学しなかったのはなぜですか。

○「福島県の学校よりも学力レベルの高い学校に行きたかった」、「福島県以外にもっと行きたいと思う学
校があった」の割合が高く、それぞれ24.8%となっている。次いで、「都会に住みたかった（18.8%）」
となっている。

（複数回答）

24.8

24.8

18.8

17.1

16.2

13.7

9.4

6.8

6.8

5.1

2.6

0.9

0% 15% 30%

福島県の学校よりも学力レベルの高い学校に行きたかった

福島県以外にもっと行きたいと思う学校があった

都会に住みたかった

福島県以外の学校に憧れていた

福島県の学校を受験したが合格しなかった

進学を機に福島県を離れたかった

福島県内には自分がしたい勉強ができる学校がなかった

福島県の学校よりももっと有名な学校に行きたかった

教員や学校の勧め

親の勧め

その他

無回答

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１０）
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60.2

26.7

3.5

3.4

2.6

2.1

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

その他

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

一度も就職したことがない

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

Q15（ ［分岐条件］SQ1が「9 学生」以外の場合）
あなたが学校卒業後に初めて就職した企業の本社所在地はどこですか。

○「福島県」の割合が最も高く60.2%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川
県）（26.7%）」、「宮城県（3.5%）」となっている。

（単一回答）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１１）
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Q16（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」以外の場合）
学校卒業後初めての就職先で、最初に配属された勤務地はどこですか。

○「福島県」の割合が最も高く63.4%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川
県）（24.3%）」、「宮城県（3.6%）」となっている。

（単一回答）

63.4

24.3

3.6

3.2

1.8

3.6

0% 20% 40% 60% 80%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

その他

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１２）
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Q17（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」以外の場合）
学校卒業後に初めて就職した企業の業種をお答えください。

○「メーカー」の割合が最も高く19.0%となっている。次いで、「流通・小売（13.6%）」、「医療
（10.9%）」となっている。

（単一回答）

19.0

13.6

10.9

7.7

5.9

5.6

5.3

4.8

3.9

3.7

3.4

3.1

2.7

2.2

1.9

1.4

1.2

1.2

1.1

1.0

0.4

0% 10% 20%

メーカー

流通・小売

医療

その他

飲食

官公庁

IT・通信

教育

建設・住宅

金融・保険

介護

旅行・宿泊・レジャー

運輸

保育

商社

電力・ガス・エネルギー

コンサル・専門事務所

広告・マスコミ

不動産

デザイン（グラフィック、WEB、アニメ）

無回答

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１３）
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Q18（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」以外の場合）
学校卒業後に初めて就職した企業での職種をお答えください。

○「専門職」の割合が最も高く21.8%となっている。次いで、「販売・サービス（21.3%）」、「製造
（15.9%）」となっている。

（単一回答）

21.8

21.3

15.9

11.5

8.2

6.7

4.2

3.4

2.7

2.1

1.7

0.4

0% 15% 30%

専門職

販売・サービス

製造

人事・総務

営業

技術・研究開発

その他

教員

企画・管理

建設

輸送・機械運転

無回答

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１４）
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Q19（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」以外の場合）
あなたが就職先を検討する時、就職する企業と居住する地域のどちらを優先しましたか。当時のお考
えに近いほうを選んでください。

○「居住する地域」の割合が最も高く53.3%となっている。次いで、「就職する企業（46.7%）」となって
いる。

（単一回答）

53.3

46.7 居住する地域

就職する企業

（％）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１５）
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Q20（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」以外の場合）
あなたが就職先を検討するとき、福島県内の企業（本社または支店等が福島県内にある企業）が候補
になりましたか。

○「福島県内の企業だけを候補にした」の割合が最も高く50.6%となっている。次いで、「福島県外の企業
だけを候補にした（27.0%）」、「福島県内・県外両方の企業を候補にした（22.4%）」となっている。

（単一回答）

50.6

27.0

22.4

福島県内の企業だけを候補にした

福島県外の企業だけを候補にした

福島県内・県外両方の企業を候補にした

（％）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１６）
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Q21（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」以外の場合）
あなたが実際にエントリーした企業の本社所在地はどこですか。
複数の企業にエントリーした場合は、すべてについてお答えください。

○「福島県」の割合が最も高く61.0%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川
県）（35.9%）」、「宮城県（8.3%）」となっている。

（複数回答）

61.0

35.9

8.3

5.4

3.3

3.1

3.1

1.3

0.2

0% 25% 50% 75%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の国内

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

関西圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）

名古屋圏（愛知県・岐阜県・三重県）

海外

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１７）
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Q22（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」以外の場合）
エントリーした企業のうち、内定が出た企業の本社所在地はどこですか。
複数の企業から内定が出た場合は、すべてについてお答えください。

○「福島県」の割合が最も高く57.8%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川
県）（33.1%）」、「宮城県（5.1%）」となっている。

（複数回答）

57.8

33.1

5.1

3.4

2.6

1.9

1.4

0.8

0.1

0% 20% 40% 60%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の国内

関西圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

名古屋圏（愛知県・岐阜県・三重県）

海外

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１８）
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Q23（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」以外の場合）
あなたが最終的な就職先を選んだ時、最大の決め手になった要素と、それ以外に考慮した要素は何ですか。

○「職種・仕事内容」の割合が最も高く948件となっている。次いで、「業界・業種（640件）」、「地元である、
または地元に近い（494件）」となっている。

（複数回答）

437

407

215

152

131

81

56

76

47

38

41

63

28

40

24

58

30

17

14

9

8

1

0

511 

233 

279 

256 

205 

151 

175 

154 

133 

94 

85 

62 

95 

77 

75 

38 

61 

59 

40 

35 

27 

29 

3 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

職種・仕事内容

業界・業種

地元である、または地元に近い

給料が良い

自分の能力が生かせる

大企業・有名企業である

福利厚生がよい

転勤がない

自己の成長が期待できる

人間関係がよさそう

地域に貢献できる

教員・学校の勧め

なじみがある地域である（旅行をした、親戚や友達がいる など）

親の勧め

ワーク・ライフ・バランスが確保できる

その他

学生時代を過ごした場所（またはそこに近い地域）に住み続けたい

職場周辺の環境がよい

性別に関係なく活躍できる

職場に若い人が多い

無回答

オフィスや仕事場がきれいで快適

リモートワークができる

最大の決め手

その他考慮した要素

（件）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査１９）
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Q24（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」または「8 福島県」以外
またはQ16が「7 福島県」以外かつQ21で「福島県内と県外の両方の企業にエントリーした」の場合）

あなたが最終的に福島県内の企業に就職しないことを決めた要因は何ですか。主なものを３つまで
選んでください。 （３つまで選択）

○「内定が出なかった」の割合が最も高く33.8%となっている。次いで、「給料（32.5%）」、「都会に住
みたかった（20.8%）」となっている。

（複数回答）

33.8

32.5

20.8

14.3

11.7

9.1

9.1

7.8

7.8

5.2

5.2

5.2

3.9

2.6

2.6

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40%

内定が出なかった

給料

都会に住みたかった

やりがい

自己の成長可能性

福利厚生

就職を機に福島県を離れたかった

社風

オフィスや仕事場の快適さ

知名度

職場の活気

その他

勤務時間の柔軟さ（フレックスタイム制、時短勤務等）

評価や登用の公平さ

親の勧め

勤務場所の柔軟さ（リモートワーク等）

福島県内に事業所があるが、配属されなかった

教員・学校の勧め

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２０）
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Q25（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」以外の場合）
あなたは、就職先の情報を主にどこから入手しましたか。

○「学校のキャリアセンター等就職支援担当部署」の割合が最も高く30.1%となっている。次いで、「会社
説明会（16.7%）」、「民間の就職支援サイト（16.3%）」となっている。

（複数回答）

30.1

16.7

16.3

16.2

14.2

11.8

9.1

7.7

6.5

5.4

5.1

4.0

3.1

2.7

2.3

0.5

0% 20% 40%

学校のキャリアセンター等就職支援担当部署

会社説明会

民間の就職支援サイト

ハローワーク

各企業のホームページ

合同説明会

家族

求人誌・折込チラシ・新聞

学校のOB・OG（直接知っている先輩以外）

直接知っている先輩

インターンシップ

その他

同級生

SNS（X、Facebook、YouTube、LINE等）

自治体が運営する就職支援サイト

無回答

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２１）
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Q26（ ［分岐条件］Q15が「1 一度も就職したことがない」以外
かつQ20（就職先検討時の福島県内企業の有無）が「福島県内企業を候補にした」の場合）

あなたは、福島県内の企業でのインターンシップに参加しましたか。
○「参加しなかった」の割合が最も高く85.5%となっている。次いで、「参加した（14.5%）」となっ
ている。

（単一回答）

14.5

85.5

参加した

参加しなかった

（％）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２２）
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Q27（ ［分岐条件］SQ3（現在の居住地）が「7福島県」の場合）
あなたは、高校卒業年齢以降に福島県外に住んだことがありますか。ある場合は地域を選んでくだ
さい。

○「福島県外には住んだことがない」の割合が最も高く55.1%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、
埼玉県、東京都、神奈川県）（23.8%）」、「宮城県（9.9%）」となっている。

（複数回答）

55.1

23.8

9.9

6.8

6.5

4.9

1.8

1.5

0.7

0% 30% 60%

福島県外には住んだことがない

東京圏

宮城県

北関東

その他の国内

その他の東北

関西圏

名古屋圏

海外

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２３）
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26.5

23.6

22.0

12.8

8.0

7.0

0.1

0% 20% 40%

県中

県北

いわき

会津

相双

県南

南会津

Q28（ ［分岐条件］Q27（高校卒業年齢以降の福島県外居住経験）が「県外居住経験あり」（2～9）
（＝ＵＩＪターン者）の場合）
あなたが県外から福島県に戻ってきた（または県外から福島県に移住した）時に住んだ市町村はど
こですか。
※県外と福島県の間を複数回移動している方は、最も最近の移動についてお答えください。

○「県中」の割合が最も高く26.5%となっている。次いで、「県北（23.6%）」、「いわき
（22.0%）」となっている。

（単一回答）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２４）
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6.0 

42.2 

25.0 

13.7 

8.0 

2.9 

2.2 

0% 25% 50%

17～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

Q29（ ［分岐条件］Q27（高校卒業年齢以降の福島県外居住経験）が「県外居住経験あり」（2～9）
（＝ＵＩＪターン者）の場合）
あなたが県外から福島県に戻ってきた（または県外から福島県に移住した）のは、何歳の時ですか。
※県外と福島県の間を複数回移動している方は、最も最近の移動についてお答えください。

○「20～24歳」の割合が最も高く42.2%となっている。次いで、「25～29歳（25.0%）」、「30～34
歳（13.7%）」となっている。

（単一回答）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２５）
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Q30（ ［分岐条件］Q27（高校卒業年齢以降の福島県外居住経験）が「県外居住経験あり」（2～9）
（＝ＵＩＪターン者）の場合）
あなたが県外から福島県に戻ってきた（または県外から福島県に移住した）理由は何ですか。主な
ものを３つまで選んでください。

○「就職・転職（家業を継ぐ場合を含む）」の割合が最も高く39.6%となっている。次いで、「その他の
あなたご自身の都合（17.3%）」、「結婚・離婚（15.0%）」となっている。

（複数回答）

39.6

17.3

15.0

9.9

7.7

7.6

7.3

7.1

4.1

4.1

1.8

1.5

0.8

0.8

0.7

0% 25% 50%

就職・転職（家業を継ぐ場合を含む）

その他のあなたご自身の都合

結婚・離婚

転勤

出産・子育て期

都会での生活に疲れを感じた

その他の家族の都合

福島県での暮らしに魅力を感じた

家族の就職・転職・転勤

家族・親族の介護・看護

起業・創業

住宅購入

定年退職・早期退職

家や土地などの相続・受贈

家族の進学

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２６）
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Q31（ ［分岐条件］SQ3（現在の居住地）が「7福島県」以外 かつ SQ４（高校卒業年齢時の居住地）が
「7福島県」（＝福島県外在住の高校卒業年齢時福島県居住者）またはSQ3（現在の居住地）が「7
福島県」以外かつSQ5（福島県での居住経験）が「小学生以上」（3～7）（＝福島県外在住の福
島県居住経験者）の場合）

あなたには、今後福島県に戻る予定がありますか。
○「戻りたくないし、戻る予定もない」の割合が最も高く58.0%となっている。次いで、「戻りたいが、
現実的には様々な理由で戻るのは難しい（18.5%）」、「予定はないが、戻りたい（13.6%）」と
なっている。

（単一回答）

4.2

13.6

5.6

18.5

58.0

戻る予定がある

予定はないが、戻りたい

戻りたくないが、いつかは戻らざるを得ない

戻りたいが、現実的には様々な理由で戻るのは難しい

戻りたくないし、戻る予定もない

（％）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２７）
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Q32（ ［分岐条件②］Q31（今後福島県に戻る予定の有無）が「戻る意向あり」（１～４）の場合）
あなたが福島県内に戻るとすれば、何が理由になりそうですか。主なものを３つまで選んでくださ
い。

○「家族・親族の介護・看護」の割合が最も高く26.6%となっている。次いで、「都会での生活に疲れを
感じた時（23.4%）」、「就職・転職（家業を継ぐ場合を含む）（19.7%）」となっている。

（複数回答）

26.6

23.4

19.7

18.6

17.0

14.9

14.4

13.8

13.8

10.6

10.6

8.0

2.1

1.1

0% 15% 30%

家族・親族の介護・看護

都会での生活に疲れを感じた時

就職・転職（家業を継ぐ場合を含む）

その他のあなたご自身の都合

定年退職・早期退職

転勤

起業・創業

家や土地などの相続・受贈

その他の家族の都合

出産・子育て期

住宅購入

結婚・離婚

家族の就職・転職・転勤

家族の進学

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２８）
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Q33（ ［分岐条件］Q31（今後福島県に戻る予定の有無）が「4 戻りたいが、現実的には様々な理由で戻
るのは難しい」の場合）

あなたが福島県内に戻ることを難しいと考えるようになったのは、どのようなタイミングですか。
○「結婚した」の割合が最も高く24.1%となっている。次いで、「就職した（15.7%）」、「家を買った
（13.3%）」となっている。

（単一回答）

24.1

15.7

13.3

12.0

10.8

8.4

7.2

4.8

3.6

0.0

0% 15% 30%

結婚した

就職した

家を買った

転職した

その他

子どもが学校に通うようになった

子どもができた

配偶者・パートナーの実家がある地域に住むことになった

地元に実家がなくなった（親の転居・死去など）

起業・創業した

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査２９）
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Q34 あなたが居住地を選択する際に重視することは何ですか。
○「非常に重視する」と「やや重視する」の割合の合計に着目すると、「手頃な予算で快適な住宅に住め
る」における割合が最も高く76.3%となっている。次いで、「買い物等の環境が充実している
（76.0%）」、「精神的なゆとりが持てる（71.9%）」となっている。

（マトリクス回答）

4.4%

14.0%

12.3%

27.8%

27.4%

20.6%

20.8%

25.0%

11.2%

10.0%

22.3%

18.8%

9.1%

9.8%

9.5%

20.3%

13.8%

21.0%

44.0%

39.0%

48.2%

49.0%

46.1%

48.0%

46.8%

38.6%

35.6%

49.5%

36.3%

31.4%

35.1%

29.5%

40.9%

38.9%

41.8%

26.4%

31.5%

15.2%

13.8%

20.6%

20.2%

18.2%

31.1%

34.4%

16.8%

22.9%

34.1%

33.1%

35.8%

23.4%

29.8%

21.7%

8.5%

9.8%

4.8%

4.6%

6.0%

5.8%

5.5%

11.4%

11.8%

5.5%

11.6%

14.0%

10.7%

13.0%

7.2%

8.1%

11.1%

7.2%

7.4%

4.0%

5.3%

6.6%

5.3%

4.5%

7.7%

8.3%

5.8%

10.3%

11.4%

11.3%

12.2%

8.2%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

文化・芸術に触れる機会が多い

余暇が充実している

楽しめる遊び場所や観光地がたくさんある

買い物等の環境が充実している

手頃な予算で快適な住宅に住める

老後も安心して暮らせる

医療体制が充実している

交通利便性が高い

自然が豊か

きれいな場所・おしゃれな場所が多い

精神的なゆとりが持てる

子どもをのびのびと育てられる

教育水準が高い

多様な価値観が受け入れられる

性別に基づく固定観念がない

しがらみが少ない

地域にとけこめる

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

(n
=2
0

69
)

非常に重視する やや重視する あまり重視しない 全く重視しない どちらでもない 無回答

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３０）
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Q35（ ［分岐条件］Q27（高校卒業年齢以降の福島県外居住経験）が「県外居住経験あり」（2～9）
（＝ＵＩＪターン者） の場合）
あなたが県外から福島県内に戻った（または県外から福島県内に移住した）時、転職をしましたか。
※県外と福島県の間を複数回移動している方は、最も最近の移動についてお答えください。

○「転職した」の割合が最も高く48.6%となっている。次いで、「転職に該当しない（23.8%）」、
「転職はせず、元の勤務先の仕事を続けた（14.8%）」となっている。

（単一回答）

48.6

23.8

14.8

7.3

5.5

0% 30% 60%

転職した

転職に該当しない

転職はせず、元の勤務先の仕事を続けた

Uターン後は仕事をしなかった

起業した、または家業に従事した

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３１）
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Q38（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
あなたが転職直前に勤務していた企業の業種をお答えください。

○「メーカー」の割合が最も高く18.1%となっている。次いで、「流通・小売（13.8%）」、「医療
（12.1%）」となっている。

（単一回答）

18.1

13.8

12.1

7.1

6.5

5.4

4.8

4.0

4.0

4.0

3.7

3.4

2.8

2.5

2.0

1.7

1.4

1.1

0.8

0.8

0% 10% 20%

メーカー

流通・小売

医療

その他

飲食

IT・通信

建設・住宅

運輸

教育

旅行・宿泊・レジャー

介護

官公庁

保育

商社

金融・保険

電力・ガス・エネルギー

広告・マスコミ

コンサル・専門事務所

不動産

デザイン（グラフィック、WEB、アニメ）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３２）
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Q39（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
あなたが転職直前に勤務していた企業での職種をお答えください。

○「販売・サービス」の割合が最も高く24.9%となっている。次いで、「専門職（21.5%）」、「製造
（14.1%）」となっている。

（単一回答）

24.9

21.5

14.1

7.9

7.1

7.1

4.2

4.0

4.0

3.7

1.7

0% 10% 20% 30%

販売・サービス

専門職

製造

営業

人事・総務

技術・研究開発

企画・管理

建設

その他

教員

輸送・機械運転

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３３）
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Q40（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
あなたが転職した企業の本社所在地はどこですか。

○「福島県」の割合が最も高く75.4%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈
川県）（14.7%）」、「宮城県（2.5%）」となっている。

（単一回答）

75.4

14.7

2.5

2.3

1.7

1.7

1.1

0.6

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

関西圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

その他の国内

名古屋圏（愛知県・岐阜県・三重県）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

海外

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３４）
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Q41（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
あなたが転職した企業での勤務地はどこですか。

○「福島県」の割合が最も高く94.4%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈
川県）（2.0%）」、「北関東（茨城県・栃木県・群馬県）（1.4%）」となっている。

（単一回答）

94.4

2.0

1.4

1.1

0.8

0.3

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

宮城県

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

その他の国内

関西圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）

名古屋圏（愛知県・岐阜県・三重県）

海外

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３５）
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18.1

13.0

12.4

7.1

6.8

6.5

5.9

4.5

3.7

3.4

3.1

3.1

2.8

2.5

2.3

1.1

1.1

1.1

0.8

0.6

0% 10% 20%

メーカー

流通・小売

医療

建設・住宅

飲食

官公庁

その他

介護

教育

旅行・宿泊・レジャー

運輸

IT・通信

保育

金融・保険

商社

不動産

電力・ガス・エネルギー

コンサル・専門事務所

デザイン（グラフィック、WEB、アニメ）

広告・マスコミ

Q42（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
あなたが転職した企業の業種をお答えください。

○「メーカー」の割合が最も高く18.1%となっている。次いで、「流通・小売（13.0%）」、「医療
（12.4%）」となっている。

（単一回答）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３６）
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Q43（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
あなたが転職した企業での職種をお答えください。

○「販売・サービス」の割合が最も高く23.2%となっている。次いで、「専門職（19.8%）」、「製造
（13.6%）」となっている。

（単一回答）

23.2

19.8

13.6

13.0

7.6

5.4

4.2

4.2

3.7

3.4

2.0

0% 15% 30%

販売・サービス

専門職

製造

人事・総務

営業

建設

企画・管理

技術・研究開発

その他

教員

輸送・機械運転

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３７）
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Q44（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
あなたが転職先を検討するとき、福島県内の企業（本社または支店等が福島県内にある企業）が候
補になりましたか。

○「福島県内の企業だけを候補にした」の割合が最も高く74.3%となっている。次いで、「福島県内・県
外両方の企業を候補にした（21.5%）」、「福島県外の企業だけを候補にした（4.2%）」となってい
る。

（単一回答）

74.3

21.5

4.2

福島県内の企業だけを候補にした

福島県内・県外両方の企業を候補にした

福島県外の企業だけを候補にした

（％）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３８）
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Q45（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
あなたが実際にエントリーした企業の本社所在地はどこですか。
複数の企業にエントリーした場合は、すべてについてお答えください。

○「福島県」の割合が最も高く83.1%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈
川県）（13.8%）」、「宮城県（5.4%）」となっている。

（複数回答）

83.1

13.8

5.4

4.0

3.7

2.3

2.0

0.6

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

関西圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）

その他の国内

名古屋圏（愛知県・岐阜県・三重県）

海外

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査３９）
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Q46（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
エントリーした企業のうち、内定が出た企業の本社所在地はどこですか。
複数の企業から内定が出た場合は、すべてについてお答えください。

○「福島県」の割合が最も高く80.2%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈
川県）（11.9%）」、「宮城県（3.4%）」となっている。

（複数回答）

80.2

11.9

3.4

3.1

2.5

1.4

1.1

0.6

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

宮城県

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

関西圏（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）

その他の国内

海外

名古屋圏（愛知県・岐阜県・三重県）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４０）
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Q47（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
あなたが最終的な転職先を選んだ時、最大の決め手になった要素と、それ以外に考慮した要素は何
ですか。

○「職種・仕事内容」の回答数が168件と最も多くなっている。次いで、「業界・業種（96件）」、「自
分の能力が生かせる（92件）」となっている。

（複数回答）

80 

58 

37 

39 

22 

24 

8 

15 

18 

12 

4 

8 

4 

1 

6 

3 

1 

2 

7 

3 

1 

1 

86

38

55

50

51

38

41

30

24

14

22

14

14

12

7

7

8

5

0

4

5

3

0 30 60 90 120 150 180

職種・仕事内容

業界・業種

自分の能力が生かせる

地元である、または地元に近い

給料が良い

ワーク・ライフ・バランスが確保できる

福利厚生がよい

転勤がない

自己の成長が期待できる

大企業・有名企業である

地域に貢献できる

人間関係がよさそう

なじみがある地域である（旅行をした、親戚や友達がいる など）

職場周辺の環境がよい

その他

親の勧め

性別に関係なく活躍できる

職場に若い人が多い

リモートワークができる

学生時代を過ごした場所（またはそこに近い地域）に住み続けたい

オフィスや仕事場がきれいで快適

無回答

最大の理由

その他考慮した要素

（件）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４１）
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33.9

26.8

25.1

10.2

4.0

増えた

変わらない

減った（２割減程度まで）

減った（４割減程度まで）

減った（５割以上減）

（％）

5
3

Q48（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
転職前と比較して、転職後のあなたの収入は変化しましたか。

○「増えた」の割合が最も高く33.9%となっている。次いで、「変わらない（26.8%）」、「減った
（２割減程度まで）（25.1%）」となっている。

（単一回答）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４２）
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5
4

Q49（ ［分岐条件］Q35（UIJターンに伴う転職の有無）が「１ 転職した」の場合）
あなたは、転職先の情報を主にどこから入手しましたか。

○「ハローワーク」の割合が最も高く44.9%となっている。次いで、「転職支援サイト・エージェント
（27.1%）」、「知人（15.0%）」となっている。

（複数回答）

44.9

27.1

15.0

14.7

9.9

7.6

4.8

2.3

0% 25% 50%

ハローワーク

転職支援サイト・エージェント

知人

各企業のホームページ

自治体が発信する情報

家族

転職先の社員

その他

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４３）
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5
5

Q50 あなたは、これまでの暮らしの中で、いわゆる「性別役割分担意識」を感じた（感じる）ことはあ
りましたか。

○「頻繁にあった（ある）」と「たまにあった（ある）」の割合の合計に着目すると、「現在のお勤め
先」における割合が最も高く31.9%となっている。次いで、「中学校（31.6%）」、「小学校
（31.2%）」となっている。

（マトリクス回答）

9.3%

9.5%

7.2%

5.6%

7.8%

9.9%

21.8%

22.1%

18.1%

14.8%

21.9%

22.0%

32.9%

32.8%

36.1%

40.4%

35.7%

33.8%

20.0%

20.7%

23.3%

25.1%

19.6%

20.7%

15.9%

14.9%

15.3%

14.0%

15.0%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

高校・高専

大学・大学院・短大・専門学校など

現在お住まいの地域

現在のお勤め先

(n
=2
0
69
)

(n
=2
06

9)
(n

=2
0
69
)

(
n=
12

93
)

(n
=2
06

9)
(n

=1
81

9)

頻繁にあった（ある） たまにあった（ある） あまりなかった（ない） 全くなかった（ない） どちらでもなかった（ない）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４４）
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5
6

Q51 あなたが「福島県の企業」と聞いた時に、思い浮かぶ企業の数はどれぐらいありますか。
○「思い浮かばない」の割合が最も高く35.8%となっている。次いで、「１～２社（28.7%）」、「３
～４社（20.6%）」となっている。

（単一回答）

28.7

20.6

14.9

35.8 １～２社

３～４社

５社以上

思い浮かばない
（％）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４５）
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5
7

Q52（ ［分岐条件］SQ3（現在の居住地）が「7福島県」
かつSQ4（高校卒業年齢時の居住地）が「7福島県」
（＝福島県内在住の高校卒業年齢時福島県居住者）の場合）

これまでに、学校や地域の中で、福島県の企業のことを知る機会（社会見学、しごと体験、インターンシップ
など）がありましたか。

○「機会があり、内容もよく覚えている」の割合の合計に着目すると、「大学・大学院・短大・専門学校など」におけ
る割合が最も高く20.2%となっている。次いで、「高校・高専（12.9%）」、「中学校（12.5%）」となっている。

（マトリクス回答）

10.5%

12.5%

12.9%

20.2%

10.0%

24.8%

23.3%

23.8%

19.1%

18.3%

25.5%

27.0%

26.7%

19.9%

31.0%

37.0%

35.7%

34.8%

34.0%

38.6%

2.3%

1.5%

1.9%

6.7%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

高校・高専

大学・大学院・短大・専門学校など

地域のイベントなど

(
n=
1
37
5
)

(
n=
1
37
5
)

(
n=
1
37
5
)

(
n=
7
42
)

(
n=
1
37
5
)

機会があり、内容もよく覚えている 機会があったが、内容はあまり覚えていない 機会があったかどうか覚えていない

機会がなかった その時期には福島県にいなかった

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４６）
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8

Q53（ ［分岐条件］SQ1（現在の職業）が「有業者」（1～6）の場合）
あなたの現在の勤務地はどこですか。

○「福島県」の割合が最も高く76.7%となっている。次いで、「東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈
川県）（20.9%）」、「その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）（0.8%）」となっている。

（単一回答）

76.7

20.9

0.8

0.7

0.7

0.2

0.1

0% 30% 60% 90%

福島県

東京圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）

その他の東北（青森県・岩手県・秋田県・山形県）

北関東（茨城県・栃木県・群馬県）

宮城県

その他の国内

海外

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４７）
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9

Q54（ ［分岐条件］SQ1（現在の職業）が「有業者」（1～6）の場合）
あなたの現在のお勤め先の業種をお答えください。

○「メーカー」の割合が最も高く17.2%となっている。次いで、「流通・小売（12.4%）」、「医療
（10.7%）」となっている。

（単一回答）

17.2

12.4

10.7

8.0

5.7

5.6

5.4

5.1

4.9

4.6

4.5

3.1

2.3

2.2

1.9

1.8

1.4

1.3

0.9

0.7

0.6

0% 10% 20%

メーカー

流通・小売

医療

その他

IT・通信

飲食

建設・住宅

官公庁

教育

運輸

介護

金融・保険

商社

旅行・宿泊・レジャー

保育

電力・ガス・エネルギー

不動産

コンサル・専門事務所

無回答

デザイン（グラフィック、WEB、アニメ）

広告・マスコミ

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４８）

59

207



6
0

Q55（ ［分岐条件］SQ1（現在の職業）が「有業者」（1～6）の場合）
あなたの現在のお勤め先での職種をお答えください。

○「販売・サービス」の割合が最も高く19.7%となっている。次いで、「専門職（19.1%）」、「製造
（14.6%）」となっている。

（単一回答）

19.7

19.1

14.6

14.4

7.1

6.3

4.4

4.0

3.5

3.2

2.7

0.9

0% 10% 20%

販売・サービス

専門職

製造

人事・総務

営業

技術・研究開発

その他

企画・管理

輸送・機械運転

教員

建設

無回答

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査４９）
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1

Q56（ ［分岐条件］SQ1（現在の職業）が「有業者」（1～6）
かつQ53（現在の勤務地）が「7福島県」の場合）

あなたは、ご自身の現在のお勤め先の環境について、どの程度満足していますか。
○「満足」と「やや満足」の割合の合計に着目すると、「休暇の取得しやすさ」における割合が最も高く62.9%
となっている。次いで、「労働時間の適切さ（55.6%）」、「勤務時間の柔軟さ（54.6%）」となっている。

（マトリクス回答）

7.4%

10.6%

19.1%

25.3%

19.5%

16.2%

12.5%

15.1%

15.9%

14.1%

30.1%

37.4%

36.6%

37.6%

35.1%

34.4%

35.1%

36.3%

36.7%

40.0%

30.1%

24.1%

21.7%

17.6%

21.0%

21.4%

25.5%

23.9%

19.2%

23.4%

24.4%

17.5%

14.9%

12.7%

15.1%

15.4%

16.8%

14.0%

10.8%

13.9%

8.0%

10.4%

7.8%

6.8%

9.2%

12.6%

10.0%

10.7%

17.3%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事の内容に対する賃金の水準

働きがい

労働時間の適切さ

休暇の取得しやすさ

勤務時間の柔軟さ

働く場所の柔軟さ

オフィスや仕事場の快適さ

トイレや更衣室等の整備状況

性別に関係のない評価・登用

全体的な満足度

(n
=1
81

9)

(n
=1
81

9)

(n
=1
81

9)

(n
=1
81

9)

(n
=1
81

9)

(n
=1
81

9)

(n
=1
81

9)

(n
=1
81

9)

(n
=1
81

9)

(n
=1
81

9
)

満足 やや満足 やや不満 不満 どちらでもない 無回答

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査５０）
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Q57（ ［分岐条件］SQ1（現在の職業）が「有業者」（1～6）
かつSQ3（居住地）が「7福島県」以外（県外居住者）の場合）

あなたのお仕事は、テレワークができるお仕事ですか。
○「できない」の割合が64.5%となっており、「できる」の割合は35.5%となっている。

（単一回答）

35.5

64.5

できる

できない

（％）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査５１）
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Q58（ ［分岐条件］SQ1（現在の職業）が「有業者」（1～6）
かつSQ3（居住地）が「7福島県」以外（＝県外居住者）
かつQ57（現在の仕事のテレワーク可否）が「1できる」の場合）

テレワークができれば、福島県内に住んでもよい（二拠点居住を含む）と思いますか。
○「思う」の割合が54.7%となっており「思わない」の割合が45.3%となっている。

（単一回答）

54.7

45.3 思う

思わない

（％）

県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査結果（本調査５２）
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